入　札　時　の　心　得
一　予定価格の事前公表を行った契約案件の入札回数は一回限りとし、落札者がいない場合は不調とします。

二　その他の契約案件の入札回数は、二回を限度とします。落札しない場合最低価格者に見積書の提出を求める場合がある。（一回を限度とする）

三　閲覧用設計図書の持ち出しを禁止する。他の四部の設計図書については、一日を限度に貸し出しするので、貸出簿に必要事項を記入すること。
（借用日の翌日の午後三時までに返却すること。）

四　入札書は、町規定様式を使用すること。

五　入札書の封筒は、必要ありません。三つ折、四つ折で投函して下さい。

　　委任状は、一工事に一通提出すること。また、代理人の印を忘れずに押印すること。（Ａ４サイズとし、封筒は不要）

六　設計図書に対する質疑は、入札日の前日までに工事発注課に問い合わせること。

七　五百万円以上の工事の契約保証については、銀行等の保証前払い金保証事業会社の保証及び損害保険会社の保証証券のうちから選択すること。ただし、前払金のない工事は前払金保証事業会社は使用できない。
